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・職業学科において、第 3種電気主任技術者試験で 4 名、測量士試験で 6名が合格するとともに、介

護福祉士試験の合格率が 98％を達成するなど、地域の担い手となる高度な技術力を持った人材を育

成することができました。 

・基本的な生活習慣や確かな学力の定着・向上を図るため、本県独自の取組である小学校１、２年生

での 30 人学級（下限 25 人）、中学校１年生での 35 人学級（下限 25 人）を継続するとともに、新

たに国の加配定数を活用して小学校２年生の 36 人以上学級の解消を図るなど、少人数学級と少人

数授業の両面できめ細かな少人数教育を進めました。 

・就業体験の充実や地域社会で活躍する卒業生等による授業の実施や小・中・高等学校の教員が参加

する実践交流会の開催により、児童生徒の職業意識が高まるとともに、地域におけるキャリア教育

プログラムの策定が進みました。今後さらに取組を拡充するとともに、小・中・高等学校の各学校

段階を通じたキャリア教育の充実を図る必要があります。 

・多様な主体との連携や就職支援相談員の配置等により、高校生の就職指導に取り組んだ結果、県立

高等学校卒業生徒の就職内定率向上につながりました。また、学校や経済団体から就職指導の課題

についてヒアリングを行い、就職試験前の指導の在り方について検証を進めました。 

・「授業実践研修」を通じて若手教員一人ひとりの授業力向上につなげることができました。また、「授

業研究担当者育成研修」を通じて校内研修の改善や活性化を図ることができました。引き続き、若

手教員の授業力をはじめとする実践的指導力の向上を図るとともに、校内研修の活性化に向けて研

修成果を県内全ての市町に広げていくことが課題となっています。 

・子どもたちにとって身近な郷土の伝統や文化などを活用し、道徳教育の一層の充実を図るため、「心

のノート」と地域教材「三重の文化」を組み合わせ、小学校高学年用及び中学校用の「三重県心の

ノート」を作成しました。今後は、各学校において、「三重県心のノート」が積極的に活用される

よう、有効な活用方法について検討を進めていく必要があります。 

・9 月に実施したいじめ問題に関する緊急調査の結果、いじめの認知件数が国公私立あわせて 1,319

件と前年度の約 5 倍になりました。いじめの認知件数の約 6 割が小学校で発生していることから、

小学校における教育相談体制の充実を図る必要があります。 

・児童生徒が安心して学べる環境づくりを進めていくためには、いじめの早期発見・早期対応の取組

を進める一方で、子どもたちが自らの力でつながり合い、課題を解決していく力を身につけるよう

取組を進めていく必要があります。 

・いじめや不登校等、子どもたちを取り巻く課題の解決や未然防止を図るため、中学校区を単位とし

て重点的に取り組む地域にスクールカウンセラーを配置し、小中学校間のスムーズな連携と教育相

談体制の充実・活性化を図ることにより小中学校間での情報共有が進みつつあります。 

・中学校区において子ども支援ネットワークを構築し、相互が連携を密にしながら安心して学べる環

境づくりを進めていますが、学校・家庭・地域の連携を図る中で、特定の高等学校において高水準

で推移する不登校や中途退学の未然防止に向けた対策が必要となっています。 

・体罰の実態調査を行った結果、運動部活動に係る事案も多いことから、運動部活動指導者等が、体

罰によらない効果的な指導方法を身につける必要があります。 

・公教育の一翼を担う私立学校の教育環境の維持が図られ、個性豊かで多様な教育サービスが充実さ

れるよう、私立学校への支援や保護者等の経済的負担の軽減を行う必要があります。 
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 ・「県立特別支援学校整備第二次実施計画（改定）」に基づき、県立特別支援学校の整備等を進めます。 
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活用した効果的な授業実践に対する支援、ファミリー読書の推進に積極的に取り組みます。 

・地域の教育力を活用しながら、学校・家庭・地域が一体となって子どもたちの学力を育んでいくき

っかけをつくるために、各市町において活動するまなびのコーディネーター*を委嘱し、地域におい

て子どもたちが学習や体験等をすることができる「みえの学び場」づくりを進めます。まなびのコ

ーディネーターは、学校のニーズをもとに、地域住民によるまなびのボランティアの調整を図り、

子どもたちの活動を支援します。 

・学力の定着と向上を図るため、平成 24 年度の全国学力・学習状況調査結果を踏まえ、また福井県の

取組などを参考にしながら、国語、算数・数学、理科におけるワークシート等課題の改善に向けた

効果的な教材の作成・充実、授業改善の推進、授業での学校図書館の活用促進等の取組を進めます。

また、引き続き、実践推進校へ非常勤講師を配置するとともに、学力向上アドバイザーによる授業

改善に係る指導助言体制を充実させます。 

・高校生の基礎的・基本的な学力の定着・向上を図るため、生徒の国語・数学・英語の学力等を把握

するとともに、課題の明確化を行い、カリキュラムの開発など課題解決のための効果的な指導方法

等を研究します。 

・小学校２年生以降の学級編制標準の引き下げについて、引き続き国に要望するとともに、子どもた

ちの実態や各学校の課題に応じた、より効果的な少人数教育の推進に取り組んでいきます。 

・研究指定校等の取組を地域に幅広く発信し、他の高等学校や教員に普及するよう事業を進めるとと

もに、教職員の資質向上に向け、継続的に事業を実施していきます。『若き「匠」育成プロジェクト』

については、職業学科が対象のため、学科により専門性が大きく異なることから、より多くの学科

に効果が及ぶよう取組の充実を図ります。 

・市町教育委員会と連携し、地域の状況に応じた開かれた学校づくりを促進するよう、県内４地域に

設置する「開かれた学校づくり推進協議会」における協議の充実を図ります。また、地域とともに

ある学校づくりを中学校区単位で推進する実践研究をモデル的に実施し、研究の成果を他の市町に

普及・啓発します。 

・市町が実施する地域による学力向上の取組を支援するため、学校と地域住民等をつなぐコーディネ

ーターの育成等の支援を行います。また、取組成果等の報告会を開催するなど、事業成果の共有と

取組の普及を図り、平成 27 年度には全ての市町で地域人材を活用した学習支援活動が実施・定着

されるよう支援します。 

・「授業実践研修」をより効果的に実施するため、経験に応じて求められる力を明らかにし、研修内容

の充実を図ります。また、学校の組織的な取組により教職員の授業力向上を図るため、福井県への

職員派遣の成果を踏まえ、「授業研究担当者育成研修」をより実践的な研修プログラムに改善すると

ともに、校内研修担当者を対象とした研修を各地域で実施するなど、県内の学校に研修成果を普及

します。 

・教職員の学校経営や学級づくりの力を向上させるため、より実践的な研修プログラムに改善すると

ともに、市町教育委員会と連携し県内全ての市町にその成果を広めていきます。 

・基礎的な知識・技能の定着と向上を図りつつ、思考力・判断力・表現力等を育む授業改善モデルを

作成するため、小中学校の教科別のプロジェクトチームを編成し、授業改善モデルの実践研究に取

り組みます。また、県内全ての小中学校でこの授業改善モデルの活用を推進するため、教職員の授

業力向上をめざす研修を実施します。 

・中学校区を単位としたスクールカウンセラー配置や子ども支援ネットワーク構築による子どもたち

への支援を引き続き進めるとともに、スクールソーシャルワーカーを充実します。 

・県内 29 中学校区の児童生徒の実態を学級満足度調査で把握し、各校の取組の工夫改善を行います。
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また、いじめを許さない「絆」プロジェクト会議において、各中学校区の取組の交流や検証を行う

とともに、県内の指導者を養成するため、指導者養成講座を開催します。 

・深刻化するいじめの未然防止を図るため、学級満足度調査を活用した子どもたちの問題解決能力を

育成する取組を進めることにより、子どもたちが安心して学ぶことができる環境づくりを充実させ

ていきます。 
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